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１.品川区の紹介

・人口 ： ４０万人（令和元年10月1日現在）

・面積 ： 22.8平方キロメートル
・区道総延長 ： 328Ｋｍ
・平均道路幅員 ： 約６ｍ
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2.品川区における道路維持管理体制
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道路巡回点検（目視）

H28 H29 H30 R元

ICTを活用した点検
（スマートフォンを利用した
路面段差検知システム）

住民要望情報の管理
（道路情報管理システム）

道路巡回点検（目視）

道路パトロール支援サービス
（路面段差検知・住民要望情報の管理）

AIを活用した点検
（ひび割れ検知）

パッケージ化



３.平成28年度までの課題と改善方針

◆目視では分かりづらい異常への
対応

◆区民に説明しやすい根拠が求め
られる

◆経験が少ない者でも点検ができる
仕組みが求められる

◆簡単な操作で経験に左右されず
一定の点検が可能

◆データで評価することで異常箇所
の発見につながる

◆継続的にデータを蓄積すること
で傾向がつかめる

課題 解決方向

①日常のパトロールで継続的な路面評価が可能
②専用機器を使わず、誰でも簡単に操作可能

③拡張性がある

（住民要望管理との連携でより効率的な業務につながる）

検討
ポイント

ICT活用の必要性
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４.ICTを活用した点検
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(1) ICTを活用した点検等に基づく現場対応実績

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

ICT 42 13

目視 74 187 172

住民要望 249 138 115

計 323 367 300

⚫ 路面に関する住民要望が概ね半減
⚫ ICTの導入により目視点検による異常箇所の発見が大幅に増

（件）



４.ICTを活用した点検
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◆車両が通る「タイヤ通行箇所」の異常検知には有効である
→歩道や自転車通行帯に関しては検出不可

◆狭い生活道路では大型車両などの通行は極めて少ないため、経年劣化に
よる舗装損傷・埋設企業者の埋戻しパッチング不良による損傷が多い

(2) 新たな課題

タイヤ通行箇所については有効

歩道に関しては検出不可



５.新たな仕組み導入（AIの活用）

3.解析実行1.動画撮影

動画
[mp4]

緯度経度
[NMEA]

2.解析枠の設定 4.解析結果確認（翌日）

ドラレコ

SDカード

（初回のみ）

運用の流れ

従来の路面段差検知システム

• 段差を地図上に丸印で表示

今回ご提案のひび割れ解析機能

• 段差を地図上に丸印で表示（従来と同様）
• ひび割れも併せて地図上に色分け表示、路面画像
（ひび割れフィルタ処理前および処理後）表示

フィルタにてひび割れを黒画素として抽出し
黒画素の面積を基にあらかじめ設定した閾値で
三段階に分類

＜フィルタ処理結果例＞

①AIを活用した「ひび割れ解析機能」の導入と
段差データとの重ね合わせ
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《参考》段差×ひび割れ評価
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車での移動中

位置（GPS）

パトロール先

写真
【実施日】
2015年7月31日
【報告内容】
道路に大きな陥没
があります。

コメント

事務所作業

舗装簡易診断

報告書作成

クラウド

劣化状態を
自動的に推定

2000

1000

0

-1000

-2000

1000 2000 3000 4000 5000

揺れ（加速度）

位置（GPS）

写真
【実施日】
2015年7月31日
【報告内容】
道路に大きな陥没
があります。

コメント

普段の業務で
道路点検情報を収集

2000

1000

0

-1000

-2000
1000 2000 3000 4000 5000

揺れ（加速度）

道路の劣化状態の確認
簡易報告書の作成

②路面点検と住民要望管理の仕組みを統合

住民要望の受付～
対応指示～対応結果
までを一元管理
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AI解析
→データ化

ひび割れ（率）

５.新たな仕組み導入（AIの活用）

https://www.kenwood.com/jp/products/drive_recorder/drv_340/#popup01


《参考》住民要望管理機能

案件確認 案件リスト 位置確認

住宅地図
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③さらに委託業者の報告書作成機能も統合

３．点検日報作成機能

ミニマム１分で
日報作成可能

報告書作成・印刷

住宅地図表示
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５.新たな仕組み導入（AIの活用）



《参考》日報作成機能

幅30cmのごく浅い穴有り。
補修済み。
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６.まとめと今後の展開
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（ポイント）
◆道路管理者として日常点検を定期的に実施し、異常発見時は遅滞
なく緊急補修等の対応を行う体制づくりを着実に構築する

◆働き方改革により職員の事務軽減を目指す

◆住民対応をしっかり取り組む体制づくりを構築する

（今回の取組み）
◆日常点検のデータ化 → 目視点検業務を補完
◆点検結果に基づく一次現場対応 → アウトソーシング
◆住民要望と現場対応等の情報管理 → パッケージ化

（今後の展開）
◆日常点検データを舗装修繕計画立案へ活用



ご清聴ありがとうございました
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